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だ
れ
か
が
声
を
上
げ
、
動
き
だ
さ
な
け
れ
ば
、
何
も
始
ま
ら
な
い

N
P
O
共
同
保
存
図
書
館
・
多
摩
の
新
た
な
展
開

N
P
O
共
同
保
存
図
書
館
・
多
摩
が
1
1
月
1
8
日
に
は
設
立
総
会
を
開
く
。
共
同
保
存
図
書
館
の
．

発
端
か
ら
現
状
ま
で
を
事
務
局
の
田
中
ヒ
ロ
氏
に
報
告
し
て
い
た
だ
い
た
。

た
な
か
・
ひ
ろ
＠
N
P
O
共
同
保
存
図
書
館
・
多
摩
理
事
・
事
務
局

田
中
ヒ
ロ

共
同
保
存
図
書
館
を
め
ぐ
る
新

た
な
動
き

「
N
P
O
共
同
保
存
図
書
館
・
多
摩
」

（
略
称
多
摩
デ
ポ
）
　
は
、
2
0
0
6
年
5

月
に
任
意
団
体
と
し
て
発
足
し
た
。
そ
の

間
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
『
出
版
ニ
ュ
ー

ス
』
2
0
0
6
年
1
0
月
上
旬
号
に
、
当
会

理
事
で
も
あ
る
津
野
海
太
郎
氏
が
　
〝
本
を

捨
て
る
な
！
　
「
N
P
O
共
同
保
存
図
書

館
・
多
摩
」
の
こ
こ
ろ
み
〟
と
題
し
て
報

告
し
て
い
る
。
発
足
当
初
は
先
の
見
通
し

も
明
確
で
は
な
く
、
と
も
か
く
も
会
員
を

増
や
し
、
賛
同
を
広
げ
よ
う
、
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
活
動
を
始
め
た
。

各
界
か
ら
3
0
名
の
皆
さ
ま
に
呼
び
か
け

人
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
現
職
の
図
書
館

員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
図
書
館
学
の
学

者
・
研
究
者
、
図
書
館
O
B
、
各
市
区
の

図
書
館
協
議
会
委
員
、
文
庫
や
図
書
館
運

動
を
や
っ
て
い
る
市
民
の
か
た
が
た
、
考

え
ら
れ
る
限
り
の
と
こ
ろ
に
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
と
お
願
い
を
送
り
、
入
会
・
賛
同
を
お

願
い
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
会
員
は
1
3

7
名
2
団
体
に
達
し
て
い
る
。

会
と
し
て
の
活
動
は
後
述
す
る
が
、
こ

の
間
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
わ
た
し
た

ち
N
P
O
の
動
き
が
新
聞
や
N
H
K
テ
レ

ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
関
心
を
呼

ん
だ
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
一

番
の
動
き
は
、
多
摩
地
域
の
市
長
の
団
体

で
あ
る
東
京
都
市
長
会
（
以
下
市
長
会
）

が
昨
年
出
し
た
『
広
域
連
携
の
勧
め
』

（
東
京
都
市
長
会
　
平
成
1
8
年
1
1
月
）
で
、

多
様
な
連
携
の
あ
り
か
た
と
し
て
、
図
書

館
協
力
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
共
同
保
存
に

つ
い
て
も
具
体
的
な
提
案
と
し
て
載
っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
具
体
的
に
は
、

「
多
摩
の
魅
力
を
高
め
る
1
8
の
連
携
事
例
」

の
中
で
、
㈱
連
携
で
、
住
民
の
　
「
利
便

性
」
が
高
ま
る
取
り
組
み
　
⑦
多
様
な
図

書
館
連
携
　
－
　
の
三
つ
目
と
し
て
、
「
古

く
な
っ
た
蔵
書
の
共
同
保
管
の
掟
案
で
あ

る
。
ど
の
図
書
館
も
リ
ク
エ
ス
ト
の
少
な

く
な
っ
た
蔵
書
の
保
管
に
困
っ
て
い
る
現

実
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
多
摩
全
域
を
カ
バ

ー
す
る
蔵
書
保
管
場
所
を
共
同
設
置
す
る

こ
と
を
提
案
す
る
。
」
と
明
記
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
（
『
広
域
連
携
の
勧
め
』
　
ト
1
5
）

こ
の
報
告
に
は
「
連
携
母
体
の
立
ち
上

げ
や
そ
の
後
の
運
営
に
要
す
る
経
費
と
し

て
、
調
査
・
研
究
費
、
広
報
費
な
ど
の
助

成
制
度
の
創
設
」
も
う
た
わ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
う
け
て
、
東
京
都
市
町
村
立
図
書

館
長
協
議
会
（
以
下
館
長
協
議
会
）
は
こ

の
6
月
に
助
成
金
の
申
請
を
行
い
、
今
年

度
の
事
業
と
し
て
、
調
査
・
研
究
費
5
0

0
万
円
が
認
め
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
共

同
保
存
図
書
館
の
実
現
ま
で
に
は
、
ま
だ

ま
だ
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ー

ド
ル
は
多
い
が
、
少
な
く
と
も
図
書
館
の

枠
を
超
え
た
市
長
会
の
判
断
と
し
て
調
査

費
が
つ
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
多
摩
地
域
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の
広
域
連
携
事
業
と
し
て
の
位
置
づ
け
を

獲
得
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
大
き
な

転
機
を
迎
え
た
と
言
っ
て
よ
い
。
す
で
に

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
も
決
定
し
、
具
体

的
な
調
査
に
入
っ
て
い
る
。
調
査
は
、
①

図
書
資
料
の
除
籍
ル
ー
ル
　
②
除
籍
の
現

状
に
つ
い
て
　
③
除
籍
資
料
の
処
分
に
つ

い
て
　
④
書
庫
の
現
状
に
つ
い
て
　
⑤
図

書
資
料
の
保
存
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
　
⑥
今
後
の
図
書
館
の
新
設
又
は

建
菅
・
増
築
計
画
に
つ
い
て
　
⑦
デ
ー
タ

管
理
に
つ
い
て
　
⑧
共
同
利
用
図
書
館
の

設
置
に
向
け
て
…
共
同
利
用
図
書
館
に
望

む
サ
ー
ビ
ス
　
ー
　
の
8
項
目
に
わ
た
る
詳

細
な
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
の
会
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞

○

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
N
P
O
と

し
て
新
た
な
展
開
を
求
め
ら
れ
る
時
期
に

来
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
こ

ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
へ
の
感
謝

と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
大
き
さ
も
感
じ

て
い
る
。

N
P
O
設
立
ま
で
の
経
過

ス
タ
ー
ト
の
際
、
ど
う
い
う
名
称
に
す

る
か
に
つ
い
て
も
議
論
が
あ
っ
た
。
当

初
、
事
務
局
段
階
で
は
「
共
同
保
存
図
書

館
刀
実
現
を
め
ざ
す
＼
－
P
O
多
撃
て
一
は
一

と
い
う
案
も
あ
っ
た
が
、
目
的
は
ー
共
同

で
保
存
し
、
共
同
で
利
用
す
る
図
書
館
、

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
、
運
営
す
る

こ
と
」
で
あ
り
、
「
図
書
館
」
は
建
物
で

は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
の
考
え
か

ら
、
す
っ
き
り
「
共
同
保
存
図
書
館
」
と

し
た
。も

う
ひ
と
つ
は
「
多
摩
」
を
つ
け
る
か

ど
う
か
で
あ
る
。
東
京
周
辺
の
県
に
設
置

す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
は
、
と
か
、

「
多
摩
」
に
限
定
し
な
い
方
が
広
く
賛
同

を
得
ら
れ
る
の
で
は
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の

意
見
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
　
「
多

摩
」
の
地
か
ら
声
を
上
げ
る
こ
と
こ
そ
大

事
な
の
だ
、
私
た
ち
が
ま
ず
モ
デ
ル
を
示

し
、
全
国
に
　
「
共
同
保
存
図
書
館
・
〇

〇
」
が
で
き
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
、
と
現
在
の
名
称
に
な
っ
た
。

私
た
ち
が
「
多
摩
」
に
こ
だ
わ
る
の
に

は
、
理
由
が
あ
る
。
こ
の
動
き
の
そ
も
そ

も
の
発
端
が
、
東
京
都
の
2
0
0
1
年
度

の
都
立
図
書
館
再
編
縮
小
計
画
に
伴
う
蔵

書
の
大
量
廃
棄
に
対
す
る
、
多
摩
地
域
の

市
町
村
立
図
書
館
を
中
心
と
し
た
運
動
に

あ
る
か
ら
だ
。
ま
た
、
「
多
摩
」
　
に
は
、

共
同
保
存
図
書
館
を
実
現
さ
せ
る
地
域
と

し
て
の
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
日
本
の
図
書

館
運
動
を
切
り
ひ
ら
い
て
き
た
歴
史
と
図

書
落
謹
力
つ
実
費
ざ
有
責
十
一
三
と
い
う
思

い
が
あ
る
。

私
た
ち
の
N
P
O
の
前
身
は
「
多
摩
地

域
の
図
書
館
を
む
す
び
育
て
る
会
（
多
摩

む
す
び
）
」
と
い
う
団
体
で
あ
る
。
都
立

図
書
館
の
再
編
縮
小
に
危
機
感
を
持
っ
た

多
摩
地
域
市
町
村
立
図
書
館
の
職
員
を
中

心
に
し
た
集
ま
り
か
ら
発
展
し
た
も
の
で

あ
る
。
都
立
図
書
館
は
た
く
さ
ん
の
市
民

や
職
員
の
声
に
か
か
わ
り
な
く
「
改
革
」

を
推
し
進
め
、
蔵
書
の
「
再
活
用
」
と
い

う
名
の
大
量
廃
棄
も
押
し
と
ど
め
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
反
対
運

動
の
中
か
ら
、
「
多
摩
む
す
び
」
が
作
ら

れ
、
「
共
同
保
存
図
書
館
構
想
」
が
生
ま

れ
た
。
単
に
反
対
を
唱
え
て
い
る
だ
け
で

は
事
態
は
動
か
な
い
。
ふ
り
返
っ
て
足
元

を
み
れ
ば
、
多
摩
地
域
の
市
町
村
立
図
書

館
も
毎
年
何
十
万
冊
も
の
資
料
を
、
保
存

ス
ペ
ー
ス
が
な
い
た
め
に
や
む
な
く
「
市

民
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
称
し
て
「
廃
棄
」
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
う

し
た
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
、
私
た
ち

の
側
か
ら
対
案
を
示
そ
う
、
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
作
り
、
約
1
年
か
け
て
『
東
京
に

デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
作
ろ

う
！
　
多
摩
発
・
共
同
保
存
図
書
館
基
本

構
想
』
（
多
摩
地
域
か
ら
東
京
の
図
書
館

を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
・
多
摩
地
域

乃
冨
書
定
一
と
ト
ェ
・
一
丁
吉
．
て
王
室
・
勺
－
■
U
0

3
）
を
ま
と
め
た
。
（
同
年
1
2
月
．
ポ
ー
ト

出
版
よ
り
『
東
京
に
デ
ポ
ジ
ッ
ト
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
を
　
多
摩
発
・
共
同
保
存
図
書
館

基
本
構
想
』
と
し
て
刊
行
）
こ
の
中
で
N

P
O
法
人
に
よ
る
運
営
を
捷
起
し
、
N
P

O
設
立
の
準
備
を
始
め
た
。

理
事
に
は
座
間
直
壮
理
事
長
（
元
調
布

市
立
図
書
館
長
）
を
は
じ
め
、
石
井
紀
子

（
実
践
女
子
学
園
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
、

清
田
義
昭
（
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
代
表
取
締

役
）
、
黒
子
恒
夫
　
（
元
保
谷
市
図
書
館

長
）
、
斉
藤
誠
一
（
千
葉
経
済
大
学
短
期

大
学
部
准
教
授
）
、
津
野
海
太
郎
（
和
光

大
学
教
授
）
、
平
山
恵
三
　
（
エ
ル
経
済
研

究
所
）
、
吉
田
徹
（
元
東
大
和
市
立
図
書

館
長
）
　
の
各
氏
を
迎
え
、
事
務
局
兼
任
で

田
中
ヒ
ロ
が
加
わ
り
、
9
人
の
理
事
と
多

摩
む
す
び
事
務
局
を
中
心
と
し
た
事
務
局

の
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
初
は
最
初

か
ら
N
P
O
法
人
と
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
と
り
あ
え
ず
任
意
団
体
と
し
て
活
動

を
始
め
る
こ
と
と
し
、
現
在
に
い
た
っ
て

いる。「
5
万
冊
」
の
資
料
と
館
長
協

議
会
の
動
き

都
立
図
書
館
が
2
0
0
1
年
度
に
廃
棄
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し
た
1
0
万
冊
の
う
ち
、
約
5
万
冊
を
町
田

市
が
引
き
受
け
、
館
長
協
議
会
預
か
り
と

な
っ
て
い
た
。
2
0
0
2
年
9
月
、
館
長

協
議
会
の
多
摩
地
域
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
研

究
会
が
市
町
村
図
書
館
の
除
籍
資
料
の
状

況
調
査
を
行
い
、
2
0
0
4
年
2
月
に
は

報
告
書
『
都
・
市
町
村
立
図
書
館
の
除
籍

資
料
を
ど
う
再
活
用
す
る
か
』
を
ま
と
め

た
。
そ
れ
を
受
け
て
2
0
0
4
年
7
月
、

5
万
冊
処
理
事
業
を
決
定
、
「
除
籍
資
料

再
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ
せ
、

2
0
0
6
年
2
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

『
多
摩
地
域
「
共
同
利
用
図
書
館
」
の
設

置
に
む
け
て
‥
N
P
O
に
よ
る
共
同
出
資

事
業
化
の
提
案
』
を
ま
と
め
た
。

2
0
0
5
年
7
月
か
ら
1
0
月
に
か
け

て
、
「
5
万
冊
」
と
市
町
村
立
図
書
館
の

所
蔵
重
複
調
査
（
東
京
都
横
断
検
索
で
の

デ
ー
タ
検
索
）
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
作

業
に
は
、
多
摩
む
す
び
が
仲
介
し
て
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
参
加
し
た
。
1
2
月
に
武

蔵
野
市
図
書
交
流
セ
ン
タ
ー
に
　
「
5
万

冊
」
を
移
動
し
、
先
の
重
複
調
査
の
結
果

に
基
づ
き
、
1
2
月
と
1
月
に
選
別
作
業
が

実
施
さ
れ
た
。
5
0
0
箱
に
及
ぶ
ダ
ン
ボ

ー
ル
箱
か
ら
資
料
を
書
架
に
並
べ
、
「
多

摩
地
域
で
ど
こ
に
も
所
蔵
が
な
い
の
も

（
A
群
）
」
「
一
冊
の
み
所
蔵
の
も
の
　
（
B

群
）
」
「
2
冊
以
上
の
所
蔵
が
あ
る
も
の

（
C
群
）
」
に
わ
け
、
再
度
ダ
ン
ボ
ー
ル
に

詰
め
な
お
す
と
い
う
大
変
な
作
業
だ
っ

た
。
こ
れ
に
も
市
民
、
司
書
課
程
の
学
生

ら
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、
市
町
村

立
図
書
館
の
職
員
と
共
同
で
作
業
を
行
う

と
い
う
画
期
的
な
で
き
ご
と
と
な
っ
た
。

A
群
（
約
1
万
7
千
冊
）
、
B
群
（
約

1
万
冊
）
は
当
面
武
蔵
野
市
図
書
交
流
セ

ン
タ
ー
で
保
存
し
、
多
摩
地
域
で
最
低
2

冊
は
保
存
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
C
群

（
約
2
万
3
千
冊
）
は
各
市
町
村
立
図
書

館
に
保
存
を
割
り
当
て
、
B
群
の
1
冊
所

蔵
自
治
体
と
合
わ
せ
て
保
存
指
定
シ
ー
ル

が
配
布
さ
れ
た
。
「
多
摩
デ
ポ
」
は
こ
の

シ
ー
ル
貼
り
の
作
業
に
も
、
2
つ
の
自
治

体
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
。

こ
れ
ら
の
動
き
は
「
5
万
冊
」
　
へ
の
対
応

と
い
う
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
本
来
は

す
べ
て
の
資
料
の
保
存
体
制
の
構
築
が
望

ま
れ
る
が
、
部
分
的
に
で
も
目
に
見
え
る

形
で
保
存
に
向
か
っ
て
動
き
出
し
た
こ
と

の
意
味
は
大
き
い
。

2
0
0
6
年
度
、
館
長
協
議
会
は
新
体

制
に
な
り
、
「
共
同
利
用
図
書
館
検
討
委

員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
木
村
稔
東
村
山

市
立
図
書
館
長
を
委
員
長
に
精
力
的
に
動

い
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
こ
に
い
た
る

ま
で
の
館
長
協
議
会
の
さ
ま
ざ
ま
の
ご
尽

力
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

N
P
O
と
し
て

私
た
ち
の
場
合
は
、
「
場
所
」
の
確
保

に
つ
い
て
も
、
当
面
は
廃
校
な
ど
公
的
な

施
設
の
活
用
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

「
資
料
」
も
「
多
摩
地
域
の
公
共
図
書
館

が
除
籍
し
た
も
の
」
を
基
本
に
考
え
て
お

り
、
「
利
用
」
に
つ
い
て
も
、
「
市
町
村
立

図
書
館
を
通
じ
て
の
貸
出
」
を
考
え
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
の
面
で
市
町
村
立
図
書
館

長
協
議
会
を
は
じ
め
、
各
市
町
村
や
都
立

図
書
館
お
よ
び
東
京
都
と
の
協
力
が
不
可

欠
と
考
え
て
い
る
。

資
料
の
保
存
は
都
立
図
書
館
の
仕
事
で

は
な
い
の
か
、
と
い
う
ご
指
摘
も
多
い
。

た
し
か
に
、
基
本
的
に
は
都
立
図
書
館
が

や
る
べ
き
仕
事
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
し
か
し
現
状
は
「
都
立
の
仕
事

だ
」
と
言
っ
て
済
ま
せ
ら
れ
る
状
況
で
は

な
い
。
2
0
0
1
年
の
「
都
立
図
書
館
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
の
報
告
（
第
1
次
あ

り
検
報
告
）
　
で
「
現
有
書
庫
内
保
存
」

「
都
立
図
書
館
は
原
則
1
点
1
冊
収
集
」

方
針
が
出
さ
れ
て
以
来
、
「
複
本
精
査
」

と
し
て
約
3
0
万
冊
の
図
書
が
除
籍
さ
れ
、

今
後
も
大
量
の
除
籍
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
し
て
や
市
町
村
立
図
書
館
の
除
籍

資
料
を
受
け
入
れ
る
よ
う
な
余
地
は
な
い

と
言
っ
て
よ
い
。
都
立
図
書
館
だ
け
で
は

な
く
、
市
町
村
立
図
書
館
の
年
間
除
籍
冊

数
は
、
約
6
1
万
冊
（
2
0
0
5
年
度
）
に

遺
し
て
お
り
、
地
域
で
の
資
料
保
存
は
待

っ
た
な
し
の
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の

だ。
住
民
が
求
め
る
資
料
・
情
報
を
確
実
に

掟
供
す
る
た
め
に
は
、
自
治
体
を
超
え
た

広
域
的
・
公
共
的
な
共
同
保
存
図
書
館
が

必
要
で
あ
り
、
現
状
で
は
私
た
ち
市
民
が

そ
の
活
動
の
先
鞭
を
つ
け
て
い
か
ざ
る
を

得
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
え

に
対
し
、
多
摩
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
全

国
か
ら
賛
同
・
支
援
が
寄
せ
ら
れ
た
。
会

員
の
構
成
は
、
図
書
館
員
が
半
数
近
く
、

図
書
館
O
B
、
図
書
館
学
研
究
者
な
ど
が

2
5
％
、
そ
の
他
が
2
5
％
で
、
多
摩
地
域
在

住
・
在
勤
の
か
た
が
約
7
割
、
東
京
都
外

の
会
員
も
2
割
近
い
。
そ
こ
に
は
「
保

存
」
に
対
す
る
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
熱

い
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
図
書
館
の
本
が

「
再
活
用
」
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
　
の
名
の
も

と
、
ど
ん
ど
ん
捨
て
ら
れ
て
行
く
現
状
を

な
ん
と
か
し
て
変
え
た
い
と
い
う
思
い
が

集
ま
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
思
い
を
形
に

し
て
い
く
た
め
の
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
だ
と
、
痛
感
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
は
、
P
R
活
動

の
ほ
か
、
対
話
交
流
集
会
「
N
P
O
共
同
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保
存
図
書
館
・
多
摩
を
肴
に
大
い
に
語
ろ

う

！

　

ち

ょ

っ

ぴ

り

ビ

ア

＆

ピ

ー

ナ

ッ

ツ
二
2
0
0
6
年
1
2
月
）
、
設
立
一
周
年

記
念
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
■
広
げ

よ
う
！
　
共
同
保
存
図
書
館
二
2
0
0

7
年
5
月
）
な
ど
の
集
会
活
動
や
、
館
長

協
議
会
の
保
存
指
定
資
料
の
シ
ー
ル
貼
り

作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
あ
る
。
ま

た
、
会
員
や
寄
付
・
賛
同
者
の
か
た
が
た

に
向
け
て
ニ
ュ
ー
ス
■
多
寧
デ
ポ
通
信
－

を
発
行
（
現
在
4
号
）
し
て
い
る
．
、

法
人
化
、
そ
し
て
新
た
な
展
開

へ
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
市
長
会
、
館
長

協
議
会
で
も
共
同
保
存
図
書
館
の
気
運
が

高
ま
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
N
P
O
は
、

今
後
実
際
の
事
業
を
担
う
べ
く
、
来
年
度

早
々
に
法
人
格
を
取
得
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
、
1
1
月
1
8
日
に
法
人
設
立
総
会
を
開
催

す
る
。
初
年
度
に
具
体
的
な
「
共
同
保
存

図
書
館
－
事
業
が
ス
タ
ー
ト
で
き
る
見
込

み
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
そ
こ
に
向

け
た
準
備
作
業
が
始
め
ら
れ
る
も
の
と
思

う
。
N
P
O
法
人
と
し
て
責
任
あ
る
体
制

を
整
え
、
事
業
の
受
け
皿
と
し
て
機
能
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
N
P
O
独

自
の
活
動
と
し
て
講
座
・
講
演
会
な
ど
の

事
業
も
計
画
し
て
い
る
▲
■

資
金
集
め
、
場
所
探
し
、
人
材
確
保
、

ど
れ
を
と
っ
て
も
困
難
な
仕
事
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
だ
れ
か
が
声
を
上
げ
、
動
き
出

さ
な
け
れ
ば
、
何
も
始
ま
ら
な
い
。
先
に

触
れ
た
『
東
京
に
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
を
■
こ
　
の
な
か
に
、
■
種
を
蒔
か
な

け
れ
ば
芽
は
で
ま
せ
ん
。
芽
が
で
て
、
花

が
嘆
き
、
実
が
な
る
こ
と
を
信
じ
て
】
と

い
う
こ
と
ば
が
あ
る
ゥ
少
な
く
と
も
－
芽

を
だ
す
一
と
こ
ろ
ま
で
は
来
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
ま
だ
力
は
小
さ
い

が
、
さ
ら
に
多
方
面
か
ら
の
ご
協
力
の

下
、
次
の
段
階
に
む
け
て
、
努
力
し
た

ヽ

　

0

連
絡
先
二
丁
禦
O
d
l
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東
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都
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市
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1
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3
1
－
1
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